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㈶日本環境協会はチームマイナス6％に参加しています。
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「平成18年版環境白書表紙絵コンクール」
小・中学生の部 優秀賞《㈶日本環境協会理事長賞》
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紀さん（仙台市立吉成小学校）の作品 （関連記事 8ページ）

http://www.jeas.or.jp


これからイベントシーズン!　エコマーク認定商品をご活用ください
　環境月間、消費者月間、地球温暖化防止月間などに環境に関するイベントをご計画の自治体やNPO、企業のみなさん、
エコマーク認定の商品・製品を是非ご活用ください。ご購入を検討の際は、トップ画面〈http://www.ecomark.jp/〉の認定
商品クイック検索にキーワードを入力するなどして、ご希望の商品・製品をお探しください。
　○マイバッグや景品の配布に……………バッグ、文具各種、その他小物
　○工作教室などの開催……………………おりがみ、絵の具、糊、PETボトル用はさみ など
　○展示ブースで……………………………敷物、展示用額縁 など

エコマーク普及のためにパネルの貸し出しもしています。お問い合わせください。（無料）

■新認定基準「太陽電池を使用した製品Version1.0」
　新しく制定したエコマーク商品類型No.135「太陽電池
を使用した製品Version1.0」を紹介します。
　太陽電池は、もともとクリーンなエネルギーを創出す
る環境負荷の少ない製品です。今回制定された基準につ
きましては、住宅用太陽光発電システムでは、長期間に
わたって当初の高い水準を維持して発電すること、その
他の製品群では太陽電池による発電で製品が適切に機
能することを要件としました。
　くわえて、商品カタログ等を通じて性能などの情報を
入手できること、製品情報の問い合わせ先、保守点検や
修理体制の整備およびそれらの情報提供を要件とする
など、製品の長期間使用を担保し、消費者の方に信頼感
を与える内容を盛り込むことで、エコマーク商品を選択
することがメリットになるような基準になりました。
　新認定基準の対象範囲は、グリーン購入法に定める特
定調達品目「設備」の「太陽光発電システム」分類の大部
分を対象としているうえ、特定調達品目における判断基
準に対して概ね同等以上の内容となっているため、新認
定基準をクリアしたエコマーク商品は、今後グリーン購
入法に適合する太陽電池を使用した設備機器を選択す
る際の有力な判断の目安となります。

❷

■エコマークの新作リーフレット

エコマーク情報

●Green Station
お問合せ先：株式会社ファイン
TEL06-4704-5841

●エコマーク商品カタログ 
お問合せ先：株式会社チクマ秀版社
TEL03-3965-1411

エコマークの認定基準のグリーン購入法判断の基準との
対応や該当するエコマーク商品類型番号を一覧できる
リーフレット。
→ http://www.ecomark.jp/pdf/g_eco06.pdf
からもダウンロードできます。

●エコマーク商品を紹介するカタログ  エコマーク事務局が監修しています。●エコマークとグリーン購入法特定調達品目

　対象商品は以下の通りです。
●住宅用太陽光発電システム
●小型発電装置・充電装置
●設置型製品（住宅用・産業用・公共用製品）
●携帯型製品（レジャー用品、日用品、文具・事務機器、教
材・がん具）

●車載用品（車用アクセサリ各種）
●太陽電池モジュール
●小出力太陽光発電用パワーコンディショナ

　詳しくは、下記URL内にある各表をご覧下さい。
ニュースリリース
→ http://www.ecomark.jp/pdf/05-015.pdf

商品類型No.135基準書
→ http://www.ecomark.jp/pdf/135a-v1.pdf

　認定商品については、今後随時アップしていきますの
で、トップ画面（http://www.ecomark.jp/）の認定商品
クイック検索でご確認ください。

http://www.ecomark.jp/
http://www.ecomark.jp/pdf/g_eco06.pdf
http://www.ecomark.jp/pdf/05-015.pdf
http://www.ecomark.jp/pdf/135a-v1.pdf
http://www.ecomark.jp
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ランク分け表示（各段階別表示）
に、70%弱の方が好意を示す結
果となりました。
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本データは、今後の消費行動の
傾向を予測する上で、参考にな
るものと思われます。

エコマークニュース・
メール版をお届けします!

エコマークニュース・メール版の登録は以下のサイトか
ら行えます。最新基準や認定商品、エコマークにちなん
だ情報やイベント情報などをお届けしています。
http://www.ecomark.jp/eco_mail/index.html

世界のエコラベルNo.9
中国環境表示計画
今回は、日中韓環境産業円卓会議の基
準の共通化の検討や相互協力の合意で

エコマークと関係の深い中国のエコラベル、中国環境
表示計画を紹介します。
　1994年に運営が開始された中国で最も歴史のあるラベ
ルです。ロゴは山と水、太陽が10つの円に囲まれたデザイ
ンで通称テンサークル（ten circle）と呼ばれています。
　2008年開催の北京オリンピック会場建設に環境配慮
が要件となっているため、ここ数年、関連商品の認定数
が急増しました。現在中国政府は、グリーン購入法も策
定中であり、エコラベルとの関連も注目されています。
○設立年：1994年 
○運営主体：中国環境連合認証センター
○性格：政府のラベル
○商品類型数：54（2004年末現在）
○認定商品数：18,000（2004年末現在)
○企業数：910（2004年末現在）
○ホームページ：

http://www.sepacec.com/SmallClass.asp?typ
eid=33&BigClassID=82&smallclassid=63

❸

　「エコマーク商品の消費者モニタリング調査および認
知度・信頼性調査結果報告書」をこのたびまとめました。
今年度で4回目を迎える本調査は、平成17年12月～平成
18年1月末にかけて、㈳全国消費生活相談員協会の協力
を得て、同会員600名（有効回答数＝553名）に対して「エ
コマーク商品へのモニタリング調査」および「エコマー
クの認知度・信頼性調査」を実施したものです。詳細な報
告は、エコマーク事務局ホームページに掲載しておりま
すのでご覧ください。
→ http://www.ecomark.jp

　エコマークでは、昨年度より標記の環境ラベルワー
キンググループに参加し、政府の環境担当者や中国環
境連合認証センター、韓国エコプロダクツ行政院と共
に日本、中国、韓国間でのエコラベルに関する共通認定
基準について検討しています。
 
　本年3月22日に中国・蘇州で開催されたワーキンググ
ループでは、共通基準を検討する商品分野を筆記具、プ
ラスチック製日用品、パーソナルコンピュータ、塗料の
4分野としました。今後、各ラベル制度における該当分
野の基準の対象範囲や環境基準の項目の情報を持ち寄
り、共通コア基準案作成の検討を行う予定です。

■国際協力活動：日中韓環境産業円卓会議　環境
ラベルワーキンググループに参加

■第4回エコマーク商品の消費者モニタリング調査および認知度・信頼性調査結果

●エコマーク無断使用・誤使用に関する調査結果

調査項目
商品数

今年度 前年度

全商品報告数（A） 2,065 2,227

無断使用（B） 2 14

誤使用（C） 4 4

合計（D＝B＋C） 6 18

無断・誤使用率（D／A） 0.29% 0.81%

　家庭内にあるエコマークの表示がなされた商品を対象とする
「エコマーク無断使用・誤使用」調査では、報告数2,061件のうち、
エコマーク無断使用2件（昨年度14件）、誤使用4件（昨年度4件）
の計6件が確認されました。同調査開始以来4年連続の減少と
なっていますが、今後も、エコマークの無断使用に対しては、厳格
に対処していきます。

①エコマーク商品のモニタリング調査

②エコマークの認定基準に幅を持たせて、エコマークにラン
ク分け表示を導入した場合、どのように感じますか?
(例えば☆☆☆の表示は、最高の環境配慮商品を示すなど)

③最近テレビ、雑誌などのメディアで「LOHAS」とい
う言葉をよく耳にしますが、そのような生活スタイ
ルに関心がありますか?

●エコマークへのランク分け表示について

●「LOHAS」のような生活スタイルへの関心度

http://www.ecomark.jp/eco_mail/index.html
http://www.ecomark.jp
http://www.sepacec.com/SmallClass.asp?typeid=33&BigClassID=82&smallclassid=63


誰でも参加できます。登録・年
会費は無料です。
　平成18年度からは登録を簡
素化して、毎年毎に登録しな
おさなくても継続して活動が
できるようになりました。お
申し込みは、お住まいの市区町村環境担当の窓口にお問
い合わせください。
 また、本事業についてのお問い合わせはこどもエコク
ラブ全国事務局までお願いします。

日　時 会　場

7月4日（火） 10：00～16：00 熊　本 熊本県民交流館パ
レア

7月12日（水） 10：00～16：00 札　幌 札幌市環境プラザ

7月21日（金） 10：00～16：00 東　京 ㈶日本環境協会　
会議室

9月20日（水） 10：00～16：00 広　島
中 国 環 境 パ ー ト
ナーシップオフィス
（EPOちゅうごく）

9月27日（水） 10：00～16：00 金　沢 金沢勤労者プラザ

　こどもエコクラブ事業をさらに推進・拡充していくた
め、昨年度好評をいただいた研修会に引き続き、今年度は
札幌、東京、金沢、広島、熊本の全国5か所で研修交流会を
開催します。
　自治体のこどもエコクラブ担当の方と、日ごろ子ども
たちを支えているサポーターの方を対象に、こどもエコ
クラブ事業の内容をより有効に活用し、地域の環境教
育・環境学習のツールとして役立てていただきたいと思
います。また、こどもエコクラブ応援団の方の参加も可
能です。ぜひご参加ください。

こどもエコクラブ
■サポーター&コーディネーター研修交流会を実施します

■対　象 ： 自治体のこどもエコクラブ担当者（クラブ登録のない自治体の環境部局担当者の方も受け
付けます）こどもエコクラブサポーター 、こどもエコクラブ応援団、その他関心のある方

■定　員 ： 各会場あたり60名（先着順）
■参加費 ： 無料
■内　容 ： 1）こどもエコクラブの事業概要の説明と地域の環境活動における役割について

2）こどもエコクラブ事業を活用した自治体における環境教育・環境学習の充実の事例
※お申込および詳細はこどもエコクラブ全国事務局にお問い合わせいただくか、HPをご覧ください。

→ http://www.env.go.jp/kids/ecoclub/index.html
昨年の研修会の様子

　こどもエコクラブは、次代を担う子どもたちが、人と
環境との関わりについての体験を積み重ねながら、環境
を大切にする心を育んでいくことを目的として、環境省
が自治体との連携のもとに推進しています。平成17年度
は約4,000クラブ、11万人の子どもたちがこどもエコク
ラブとして、自らの創意工夫のもと、身近な地域の中で
自然観察や水質調査、リサイクル活動など様々な活動を
繰り広げました。（活動の様子はこどもエコクラブHPに
てご覧いただけます）
→ http://www.env.go.jp/kids/ecoclub/index.html
　こどもエコクラブは幼児から高校生までの2人以上の
グループと活動を支援する1人以上の大人を決めれば、

■平成18年度 こどもエコクラブ事業と参加募集について

我が家の環境大臣

　子供から大人まで、楽しみながらライフスタイルを考
えるイベント「エコライフフェア2006」に我が家の環境
大臣ブースを出展いたします。我が家のブースに参加
し、オリジナルノベルティをGetしましょう★
　たくさんのご来場をお待ちしております！

■エコライフフェア2006に出展します！

　全国の家庭の楽しいエコライフを応援するエコファミ
リーウエブサイトが7月初旬にリニューアルし、さらにパ
ワーアップします！！
　エコライフは‘おしゃれな新しいライフスタイル’と
いうイメージを表現し、読み物・情報系コンテンツも現
在の内容を一新！！さらにサイトの取り組みで貯まる
エコポイントを実社会での環境保全活動とリンクする
仕組みをリリースしていく予定です。
　詳しくは今後エコファミリーウエブサイトでお知ら
せします。こうご期待★
→ http://www.eco-family.jp/ 

■我が家の環境大臣エコファミリーウェブサイトが
　リニューアル予定！

●日時
　6月3日(土) 11：00～17：00
　6月4日(日) 10：00～17：00

●場所
　都立代々木公園 ケヤキ並木
　NHKホール前 (東京都渋谷区）

こどもエコクラブ全国事務局：TEL 03-5114-1251

❹

http://www.env.go.jp/kids/ecoclub/index.html
http://www.env.go.jp/kids/ecoclub/index.html
http://www.eco-family.jp


る、砂利、土砂までもがリサイクルされ、既に90％近いリ
サイクル率を達成しています。
　バイオエナジー㈱では、首都圏で出る食品廃棄物を、
メタン発酵により分解処理し、発生したバイオガスを利
用して発電することで、電気と熱のエネルギーにリサイ
クルしています。リサイクルのためには、厳密な分別が
要求される、食品廃棄物で
すが、こちらの施設では、10
％程度までの不適物が混入
されていてもリサイクルが
可能だということです。
　参加された方からは、「参
考になった」と高い評価を
いただきました。

●滋賀環境カウンセラー協会
　滋賀県主催による湖上体験学習に、滋賀環境カウンセ
ラー協会会員の環境カウンセラーが講師として参加協
力しました。湖上体験学習は、県民から参加者を募り、
2005年8月から11月にかけて全5回、毎回100名あまりの
参加者で、満員盛況のなか実施されました。
　内容は、びわこを擁する
滋賀県特有の環境をテーマ
に、観察や体験、実験や講
演、ゲームなど多
彩なプログラム
によって、親子で
楽しく解りやすく
環境保全を考え
るものです。

第18回「星空の街・あおぞらの街」全国大会が、下記の通
り開催されます。
日　　時：平成18年8月26日（土）～27日（日）
会　　場：岩手県二戸市浄法寺文化交流センター
主　　催：環境省、岩手県、二戸市、
 「星空の街・あおぞらの街」全国協議会
参加対象：全国協議会加入団体、本大会の趣旨に賛同する自

治体、企業、住民
参加希望の方は、二戸市市民生
活部生活環境課・二戸市企画政
策室（TEL：0195-23-3111）まで
お問い合わせ下さい。　

スターウォッチング・ネットワーク

平成18年度夏期の観察を次のとおり実施します。
観察実施期間：平成18年8月15日（火）～8月28日（月）
観察方法： ①肉眼による天の川の観察
 ②双眼鏡を用いたこと座の観察
 ③星空の写真撮影
参加申込：各都道府県・政令指定都市・中核市の大気環境担

当部局までお問い合わせ下さい。
詳細は、ホームページからご覧いただけます。
→ http://www.env.go.jp/kids/star.html
　皆さんも星の見え方を調べ、大気の汚れや光

ひかりがい

害（街の
明かりで夜空が明るくなること）について学んでみませ
んか？誰でも参加できますので、多くの方のご参加をお
待ちしております！

■平成18年度夏期全国星空継続観察（スター
ウォッチング・ネットワーク）に参加しよう

■第18回「星空の街・あおぞらの街」全国大会が
岩手県二戸市で開催されます

環境カウンセラー
■環境カウンセラー活動紹介 No.12

環境研究会見学会
　4月18日（火）、東京都スーパーエコタウンにある廃棄
物処理・リサイクル施設を巡る環境研究会見学会を実施
しました。今回訪問したのは、日本環境安全事業㈱、㈱リ
サイクル・ピア、バイオエナジー㈱の3社で、いずれも平
成17年度に稼動を始めたばかりの新しい施設です。
　日本環境安全事業㈱は、東京都、埼玉県、千葉県、神奈
川県の1都3県のエリアで、これまで保管されていたPCB
廃棄物を、濃度に応じ、水熱酸化分解や脱塩素化分解の
方法で安全・確実に無害化しています。PCBが安全に除
去された廃棄物は、資源としてリサイクルされます。
　㈱リサイクル・ピアは、建築物の解体工事などから発
生する建設混合廃棄物を処理する施設で、1日に1000tも
の廃棄物を受け入れています。運び込まれた廃棄物は、
先進技術によって、選別・処理されます。廃棄物に含まれ

環境カウンセラーとは？
環境保全に関する取り組みについて豊富な実績や経験を
有し、市民団体や事業者等に対してきめ細かな助言を行う
ことのできる人材として、環境省の審査を経て登録された
方々です。現在4,126名が環境カウンセラーとして登録し
ています。
環境カウンセラーの活動紹介や、登録者の情報、応募方法等
は、ホームページで紹介しています。
http://www.env.go.jp/policy/counsel/index.html

平成18年度環境カウンセラー募集
平成18年度環境カウンセラーを募集します。
募集期間：平成18年9月1日～30日
応募方法：ホームページをご覧いただくか、当協会環境カウン

セラー担当までお問い合わせください。

❺

バイオエナジー㈱での見学

http://www.env.go.jp/kids/star.html
http://www.env.go.jp/policy/counsel/index.html


　㈶日本環境協会では、平成18年度の事業計画として、
①こどもエコクラブ事業など、環境教育や普及・啓発の
事業、②環境ラベリング（エコマーク）事業、③地球温暖
化防止活動の推進事業、④土壌環境保全対策事業、⑤草
の根の地域環境保全活動の助成事業などを重点に進め
ていくこととし、これに必要な予算として、36億3,067万
円を計上しています。この額は、前年度予算の38億4,418
万円に比して、6%減となっています。
　これを勘定別に見ますと、1.一般勘定が12億5,393万
円、2.環境修復・創造支援基金勘定が2,296万円、3.土壌汚
染対策基金勘定が23億4,561万円、4.藤本倫子環境保全活
動助成基金勘定が815万円の予算額となっています。
　このうち、一般勘定の内訳をみますと、環境教育事
業等の予算が3億8,943万円、エコマーク事業予算が2億
8,000万円、地球温暖化防止活動推進事業予算が5億8,450
万円となっています。
　当協会では、本予算に基づき、環境省や地方自治体、関
係団体・企業等の方々と連携しながら、持続可能な社会
の実現のために努力してまいりますので、皆様方のご協
力・ご支援をお願いします。

　平成18年2月28日（火）にグリーン購入法基本方針が一
部変更され、平成18年度同法基本方針として閣議決定さ
れました。平成18年度のグリーン購入法の変更にあわせ
「グリーン購入法特定調達物品情報提供システム（グリ
ーン購入法データベース）」の製品登録情報のデータを
更新し、2006年4月28日（金）にGPNのホームページ
→ http://www.gpn.jp
に公開しましたので、是非ご覧下さい。

　今年度は、新たに「印箱、公印、鍵かけ」「記録用メディ
ア、一次電池又は小形充電式電池」「電球形状のランプ」
など新たに13品目が追加され、201品目から214品目に拡
大しました。林野庁作成「木材・木材製品の合法性、持続
可能性の証明のためのガイドライン」に準拠し、紙等、文
具類、機器類、公共工事等、木材・木材製品について、合法
性が証明されたものであることを判断の基準として追
記されるなど、基準の追加・見直しも行われています。詳
細は環境省ホームページをご覧下さい。
　また、16分野13,000商品を超える製品を掲載し、グリ
ーン購入ガイドラインにそった商品の幅広い環境情報
を公開している「GPNデータベース」も製品情報が更新
されていますので、グリーン購入の参考情報源としてご
活用下さい。

　環境パートナーシップの促進を目的に、地球環境パー
トナーシッププラザが生まれて今年で10年。参加と協働
の重要性はますます高まり、環境省は平成16年度から
「地方環境パートナーシップオフィス（地方EPO）」整備
を開始しました。地方EPOは、それぞれの地域のパート
ナーシップの課題をよく知る民間非営利団体が運営を
受託し、地方環境事務所と連携を図りつつ、地域の実態
に応じた事業をすることで協働を生み出します。
　16年度には中国（広島）、近畿（大阪）。17年度には中部
（名古屋）と北海道（札幌）が事業を開始しました。現在、
東北（仙台）、九州、四国の開設準備が進み、来年度までに
は、環境パートナーシップオフィスの全国ネットワーク
が生まれます。地方EPOには、地域を越えた交流や事業
が期待されています。地球環境パートナーシッププラザ
には、地方EPOの要としての新しい役割が求められ、そ
れに応じた事業の検討が行われています。地方EPOの
ウェブサイトは、
→ http://www.geic.or.jp/
からどうぞ。

　藤本倫子環境保全活動助成基金では、日本国内で実施
されている自発的で継続的な環境教育や、環境保全など
の活動に対し活動資金の一部を助成しています。平成17
年度では、市民を対象にした
環境講座の開催、住民による
地域の水質改善活動、マイバ
ック推進活動などに助成を
しました。当基金のホームペ
ージに過去に助成した活動
の報告を掲載しています。

❻

■協会の予算が決まりました

■このような活動に助成しています

■地方環境パートナーシップオフィス開設について

■「グリーン購入法データベース」と「GPNデータ
ベース」が更新されました

募集期間：平成18年6月1日～8月15日(当日消印有効)
交付決定：平成18年10月上旬
　募集資格等の詳細については、「募集要項」をご覧ください。募集要
項および申請書類は当基金のホームページから入手できます。
　募集要項等の郵送をご希望の場合は、240円切手を貼った返信用
封筒（角2サイズ）を同封の上、㈶日本環境協会藤本基金事務局までご
請求ください。

　藤本倫子環境保全活動助成基金では、平成18年度 第3
回目の募集を、6月1日からスタートします。今回の応募
では、平成18年10月上旬から、平成19年3月31日までに実
施される事業が対象になります。
　多くの方の応募をお待ちしております。

■平成18年度 助成先募集

こども環境講座の様子

→ http://www.jeas.or.jp/activ/prom_01_00.html

平成18年度協会予算 地球環境パートナーシッププラザ（GEIC）

グリーン購入ネットワーク（GPN）藤本倫子環境保全活動助成基金

http://www.geic.or.jp
http://www.gpn.jp
http://www.jeas.or.jp/activ/prom_01_00.html


　環境省では、2003年より温暖化防止のための、ライト
アップ施設や家庭の電気を消していただくよう呼びか
ける「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」を実施し
てきました。
　これは、「こうすれば地球温暖化を防げる」といった、
ライフスタイル転換に対する”気付き”を伝えていくこ
とが必要であると考え、その代表例としてシンプルなメ
ッセージ『消灯＝スイッチ・オフ』を訴求するキャンペー
ン・イベントです。
　夏至の日を中心として、2003年は、東京タワーを始め
とする2,278箇所の施設にご賛同いただき、2年目の2004
年は、6,088箇所の施設に協力いただくとともに、全国で

　小・中・高等学校の教師や地球温暖化防止活動推進員な
どが、学校における地球温暖化に関する環境教育に活用
できるよう、指導者向け教材「地球温暖化防止のための
環境学習プログラム」を作成しました。本教材を作成する
に当たっては、検討会（座長：小澤紀美子 東京学芸大学教
授）を設置し、教育関係者や専門家に検討いただくととも
に、小・中・高等学校の先生方に執筆協力をいただくこと
で、実際に教える側に立った教材になっています。
　教材は、学習者の問題解決能力や思考力、実践力を育
てていけるよう、地球温暖化やその防止のための知識
を単に教えるのではなく、地球温暖化とのつながりを、
「水」、「エネルギー」、「食」といった子どもたちを取り巻
く身近な生活から発想して学んでいけるようにしてい
ます。また、それぞれの学校や地域の特性に配慮して、柔
軟にカリキュラムを発想できるように、「学習の流れ」を
設定したほか、さまざまな要素の関連性を「ウェビング」 
という図を用いて示しています。
　学習プログラムを深化させ、科学的知見を基礎にプロ

❼

■CO2削減／ライトダウンキャンペーン「ブラックイルミネーション2006」の開催について

■「地球温暖化防止のための環境学習プログラム」作成!

約640万人が参加しました。さらに2005年は、百貨店、コ
ンビニエンスストアなどの賛同を得て、全国の22,716箇
所の施設で一斉にライトダウンが行われ、参加者は約
664万人となりました。
　そして本年も引き続き、2006年6月18日（日）の夜を「ブ
ラックイルミネーション2006」とし、夜8時から10時の2
時間、全国のライトアップ施設に対し電気を一斉に消灯
していただくことを広く呼びかけていくこととしてい
ます。
　詳細は環のくらしホームページへ 
→ http://www.wanokurashi.ne.jp/

グラムを展開できるよう、関連資料やワークシート例な
ども掲載し、CD-ROMにも収録しています。
　教材は、学校関係者や環境学習に取り組んでいる個
人・団体などに配布しています。また、HPからもダウン
ロードしていただけます。詳しくは
→ http://www.jccca.org/kgprogram/tobira.html
をご覧ください。

「2／4（土）西アフリカ編の模様」

全国地球温暖化防止活動推進センター

　ストップおんだん館では、子どもから大人まで、さまざまな対象に
合わせたイベントを随時開催中!
　昨年度は、世界各地の自然・文化などに触れる、シリーズイベン
ト「世界おんだんか紀行♪」を開催しました。ゲストの生の声や参
加型の内容が、「旅をしているようで大変良かった」と好評でした。
　このように気軽で楽しいイベント
を、今後も開催する予定です。夏休み
には、キッズイベントも行います。ぜ
ひチェックしてみて下さい!
イベント情報ページはこちら↓↓↓
http://www.jccca.org/ondankan/

event/index.html

今すぐできる地球温暖化対策 その4
アイドリングはできるだけし
ないように心がけましょう!
　ちょっとの買い物や待ち時間に駐車する
時も、車のエンジンは切りましょう。大気汚
染物質の排出削減にも寄与します。1日5分
アイドリングストップ行ったとして：
＝年間の二酸化炭素排出削減量：39kg

http://www.wanokurashi.ne.jp
http://www.jccca.org/kgprogram/tobira.html
http://www.jccca.org/ondankan/event/index.html


清 建太郎
「専門分野」大気、環境マネジメント・監査、
廃棄物、化学物質、地球環境問題

　以下は、耳の聞こえないこどもたちの
ための学校の校長先生のお言葉を、未熟
にも書き換えたものです。こどもさんの
相談にあたり、この言葉の実現に向け、

努力を日々継続する決意です。
①相談に来られるこどもさんの目線に合わせる。
②言葉は、こどもさんの心に届ける。説明の言葉ではない。
③「こどもさんの相談は、神から与えられたもの。」との感謝
の念が沸き出でる境地にまで到達する。

ルーム（25階）で環境月間である6月末日まで展示していま
す。たくさんのご応募、ありがとうございました。
詳細については、ホームページからご覧いただけます。
→ http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=6978

■麻布台オフィス 〒106-0041 東京都港区麻布台1-11-9 ダヴィンチ神谷町2F
 （協会）
 （エコマーク事務局　認証課）
 （エコマーク事務局　基準課、普及課、国際協力課）
 （全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA））
 （ストップおんだん館）
 （こども環境相談室）
■青山オフィス 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-53-67 コスモス青山B2F
 （グリーン購入ネットワーク事務局（GPN））
■地球環境パートナーシップ 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学ビル1F
　プラザ （GEIC）

TEL.03-5114-1251　FAX.03-5114-1250
TEL.03-5114-1253　FAX.03-5114-1257
TEL.03-5114-1255　FAX.03-5114-1257
TEL.03-5114-1281　FAX.03-5114-1283
TEL.03-5114-1284　FAX.03-5114-1285
TEL.03-5114-1258　FAX.03-5114-1250
 
TEL.03-3406-5155　FAX.03-3406-5190

TEL.03-3407-8107　FAX.03-3407-8164

編集・発行／財団法人 日本環境協会 URL：http://www.jeas.or.jp  e-mail：jea@japan.email.ne.jp

エコマークは
㈶日本環境協会の
登録商標です。

土壌汚染のご質問、ご相談をネットでお受けしています
　当協会では、土壌汚染対策法に基づく指定支援法人
として、土壌汚染対策法に基づき実施する土壌汚染状況
調査や汚染の除去等の措置についてのご質問、ご相談を
メールでお受けしています。
　ご質問・ご相談をご希望の土地所有者などの方は、次
のホームページをご覧下さい。
http://www.jeas.or.jp/dojo/form/form.php

　環境省と当協会主催により、昨年8月から今年の1月末日
まで、「環境にやさしい社会」をテーマに「平成18年版環境白
書」の表紙をかざる絵を募集しました。
　「小・中学生の部」971点、「一般（高校生以上）の部」260点も
の環境への想いが伝わる作品が寄せられました。選考の結
果、最優秀賞《環境大臣賞》には、徳島県 小学4年生の柏谷浩
平くんと静岡県 高校2年生の加藤美里さんが、優秀賞《㈶日
本環境協会理事長賞》には、宮城県 小学2年生の鈴木美紀さ
んと香川県 高校3年生の井原慶子さんが受賞しました。
　受賞されたみなさんは、3月29日に環境省にておこなわれ
た表彰式で、小池百合子環境大臣と加藤陸美理事長から表
彰状が授与され、環境白書の表紙やエコライフフェアのポ
スターに採用されています。また、すべての受賞作品は、環
境省のホームページで公開しているとともに環境省内MOE

柏谷 浩平君
小中学生の部
最優秀賞

加藤 美里さん 
一般（高校生以上）の部

最優秀賞

井原 慶子さん 
一般（高校生以上）の部

優秀賞

環境白書表紙絵コンクール ～平成18年版環境白書の表紙が決定しました～

嶋田 和夫 
「専門分野」水環境の保全、土壌浄化、
廃棄物、化学物質

　川の水や井戸水を飲み水や工場で使
えるように処理したり、一度使って汚れ
た水を浄化処理して川や海へかえす仕事
に40年間かかわってきました。 この間に

水の中や水辺から姿を消していった生き物たちがいる一方、
川の水や地下水の中からは人々が作り出した様々な物質が
見つかるようになってきました。水は私たちの暮らしと深く
関わっています。今のこどもたちが大人になり、更にその次・
次･･･の世代まで安全で豊かな水環境を遺していくにはどう
したら良いかをこどもたちと真剣に話し合っていきます。

こども環境相談室
■新相談員の紹介

「こども環境相談室」では、2005年4月～2006年3月までに337件の相談を受
けました。特に訪問による相談は116件となっており、利用者数も約1,900
名になりました。相談の多かった環境分野は、地球温暖化、ごみ・リサイク
ル、森林、水・大気汚染に関するものでした。

JEA NEWSメールマガジン
　当協会では、本誌「JEA NEWS」に加え、「JEA NEWSメー
ルマガジン」を発行し、協会関連行事などを、よりタイム
リーにお伝えしています。
　メールマガジンは、次のホームページで、ご覧いただ
けます。「JEA NEWS」共々、ご愛読よろしくお願いします。

http://www.jeas.or.jp/news/index.html

※6月1日よりビル名が「ダヴィンチ神谷町」に変更になりました

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=6978
http://www.jeas.or.jp
mailto:jea@japan.email.ne.jp
http://www.jeas.or.jp/dojo/form/form.php
http://www.jeas.or.jp/news/index.html

